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症
例
に
応
じ
診
療
報
酬

首
相
、き
事
つ
増
税
延
期
表
明

４
野
党
提
出
内
閣
不
信
任
案
は
否
決

安
倍
晋
三
首
相
は
６
月
１
日

夕
、
通
常
国
会
閉
幕
に
合
わ
せ
記

者
会
見
し
、
来
年
４
月
に
予
定
す

る
消
費
税
増
税
を
２
０
１
９
年
１０

月
ま
で
再
延
期
す
る
と
正
式
表
明

す
る
。野
党
側
は
５
月
３‐
日
、
「経

済
失
政
を
認
め
、
即
刻
退
陣
す
べ

き
だ
」

（民
進
党
の
岡
田
克
也
代

表
）
と
批
判
。
民
進
、
共
産
、
社

民
（
生
活
の
野
党
４
党
が
提
出
し

た
安
倍
内
閣
不
信
任
決
議
案
は
衆

院
本
会
議
で
与
党
な
ど
の
反
対
多

数
で
否
決
さ
れ
た
。
自
民
、
公
明

両
党
は
、
首
相
の
再
延
期
方
針
を

容
認
し
た
。
７
月
の
参
院
選
を
前

に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
否
を
巡
り

″デ動に製糎串弊諄『禦嘲瑳い一わ。一定の見解が示された形
事
務
連
絡
で
は
、
添
付
文
書
が

規
定
す
る
用
量
未
満
で
も

一
律
に

査
定
す
る
の
で
は
な
く
、
診
療
報

酬
明
細
書

（レ
セ
プ
ト
）
に
記
載

さ
れ
た
投
与
理
由
を
参
考
に
、
医

学
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
た
。

厚
労
省
の
担
当
者
は

「増
量
し
な

い
ケ
ー
ス
や
、
最
低
用
量
未
満
で

の
使
用
も
含
ま
れ
る
」
と
説
明
し

て
い
る
。

共
同
通
信
が
全
国
の
国
保
連
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
過
去
３
年
間

理
由
に
つ
い
て

「熊
本
地
震
が
あ

り
、
前
回
の
衆
院
選
か
ら
約
１
年

半
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
選
挙
を

す
る
こ
と
が
国
民
に
理
解
さ
れ
る

か
を
含
め
て
今
回
は
先
送
り
す

県
内
の
梅
農
家
が
例
年
の
半
分
や
３
分
の
１
と

い
っ
た
不
作
に
苦
し
ん
で
い
る
。
主
要
産
地
の
飯

田
下
伊
那
地
方
の
生
産
者
か
ら
は

「こ
れ
ほ
ど
の

不
作
は
初
め
て
Ｌ
得
意
先
に
十
分
な
出
荷
が
で
き

な
い
」と
い
っ
た
声
が
相
次
ぐ
。暖
冬
の
影
響
で
開

花
時
期
が
大
幅
に
早
ま
り
、結
実
す
る
量
が
減

っ

た
た
め
と
み
ら
れ
る
。長
野
市
や
上
伊
那
地
方
で

も
４
～
５
割
の
大
幅
な
収
量
減
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
「こ
の
ま
ま
で
は
農
家
が
梅
の
生
産
か
ら
離
れ

か
ね
な
い
」と
い
っ
た
懸
念
の
声
が
聞
こ
え
る
。

で
９
県
が
規
定
量
に
満
た
な
い
少

量
投
与
で
支
払
い
請
求
を
認
め
な

い
と
回
答
、
長
野
な
ど
２６
都
県
で

は
、
認
め
な
い
査
定
は
な
か

っ
た

と
す
る
な
ど
、
審
査
に
地
域
差
が

あ

っ
た
。

医
師
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
症
状
に

合
わ
せ
て
少
量
投
与
す
る
と
、
診

療
報
酬
の
支
払
い
が
認
め
ら
れ
な

い
地
域
が
あ
り
、
少
量
処
方
を
控

え
る
原
因
に
な
っ
て
い
た
と
し
て

い
た
。

黒
字
化
す
る
目
標
は
堅
持
す
る
構

是

。

一　
‐４
年
Ｈ
月
に
増
税
延
期
を
表
明

し
た
際
、
再
延
期
し
な
い
と
断
言
。

そ
の
後
も

「リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ツ

ク
や
大
震
災
級
の
事
態
が
発
生
し

な
い
限
り
、
再
延
期
し
な
い
」
と

繰
り
返
し
て
お
り
、
発
百
の
整
合

性
が
問
わ
れ
る
。

一岡
田
氏
は
、
野
党
４
党
が
提
出

し
た
不
信
任
案
の
趣
旨
弁
明
で

「リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ツ
ク
前
夜
と

あ
お
り
立
て
目

界
経
済
の
危
営

蘭苺

メタ 帰琴賀7琴2儒雰繋馬症晨 :

の進行を遅らせる飲み薬としてド
:

ネペジル、ガランタミン、メマン |

チン、貼り薬としてリバスチグミ
:

ンが承認されている。ぃずれも添
:

付文書で、吐き気などを防ぐため :

少量で始め、有効量まで増量する |

と規定している。例えば、ドネペ
:

ジルは1日 1回 3ミリクから始め、 |
1～ 2週間後に5ミリクに増量。高 :

度認知症にはさらに4週間以上経
:

過して10ミックまで増量する。規定 :

通りに投与すると興奮、暴行、歩 |

行障害、飲み込み障害などの副作 :

用が出る場合があるとしてヽ少量 :

投与を認めるよう医師らの団体が
主張している。

濃

高
齢
者
医
療
に
取
り
組
む
医
師
ら
が
抗
認
知
症
薬
の
少
量
処
方

を
認
め
る
よ
う
求
め
て
い
る
問
題
で
、
厚
生
労
働
省
は
３‐
日
ま
で

に
、添
付
文
書
で
定
め
た
規
定
量
未
満
で
の
少
量
投
与
を
容
認
し
、

周
知
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

「
ア
リ
セ
プ
ト
」

（
一
般
名
ド
ネ

ペ
ジ
ル
）
な
ど
の
抗
認
知
症
薬
に

は
、
少
量
か
ら
始
め
て
有
効
量
ま

で
増
量
す
る
使
用
規
定
が
あ
る
。

規
定
通
り
に
投
与
す
る
と
、
患
者

に
よ
っ
て
は
興
奮
や
歩
行
障
害
、

飲
み
込
み
障
害
な
ど
の
副
作
用
が

出
て
介
護
が
困
難
に
な
る
と
医
師

ら
の
グ
ル
ー
プ
が
指
摘
し
て
い

た
。厚

労
省
は
６
月
１
日
付
で
各
都

道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会

（国
保
連
）
の
中
央
会
と
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

宛
て
に
、
規
定
量
未
満
の
投
与

も
症
例
に
応
じ
て
薬
剤
費
を
支
払

う
よ
う
求
め
る
事
務
連
絡
を
出

モけ結実数減少
与
野
党
の
攻
防
が
激
化
し
た
。

【
焦
点
３
面
、
関
連
記
事
２

・
４

面
に
】

首
相
は
３‐
日
夜
の
会
合
で
参
院

選
に
合
わ
せ
た
衆
院
選
を
見
送
る

る
」
と
説
明
し
た
。
自
民
党
の
塩

谷
立
政
調
会
長
代
行
が
明
ら
か
に

し
た
。

会
見
で
首
相
は
、
主
要
国
首
脳

会
議

（伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
）
の

議
論
を
踏
ま
え
、
増
税
延
期
理
由

を
説
明
。
課
題
と
な
る
社
会
保
障

の
財
源
確
保
や
、
厳
し
さ
を
増
す

財
政
再
建
へ
の
道
筋
に
も
言
及
す

る
。

２０
年
度
に
基
礎
的
財
政
収
支

（プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
を

を
誇
張
し
て
い
る
」

「サ
ミ
ッ
ト

を
利
用
し
、
経
済
失
政
を
ご
ま
か

そ
う
と
し
て
い
る
」
と
首
相
の
姿

勢
を
非
難
し
た
。

一
方
、
自
民
党
は
３‐
日
に
政
調

全
体
会
議
を
開
い
て
首
相
の
方
針

を
了
承
し
た
。
谷
這
積

一
幹
事
長

龍
パ
馨
菱
い

は
首
相
だ
け
だ
」
と
述
べ
た
。

公
明
党
は
常
任
役
員
会
な
ど
で

山
口
那
津
男
代
表
ら
に
対
応
を

一

任
し
、再
延
期
を
事
実
上
認
め
た
。

一冥

憬

っ
た
つ
ぼ
み
も
、
そ
れ
ま
で
の
暖

か
さ
で

（花
に
な
る
た
め
）
芽
が

動
い
て
し
ま
い
、
寒
さ
に
抵
抗
性

が
な
く
な
っ
て
障
害
が
残

っ
た
可

能
性
が
あ
る
」
と
す
る
。

な
が
の
農
協

（長
野
市
）
に
よ

る
と
、
今
季
の
梅
の
集
荷
量
は
４

厠

尋

彬

笏

型

１
月
中
旬
に
は
聞
花
し
た
県
南
信

農
業
試
験
場

（高
森
町
）
の
梅

(夕 eの
二o

戴
饗
艇
離
灘
と
な
り
に
け
り

鰊
静
働
警

年
々
早
く
な
る
日
本
の
夏
に
、
よ
う
や
く
迎
え
た
更
衣
で
あ

る
。
朝
の
駅
は
混
雑
で
は
あ

っ
て
も
、
い
つ
も
の
ダ
ー
ク
ト
ー

ン
か
ら
、
わ
き
立
つ
白
い
波
の
ご
と
く
に
変
化
す
る
。
ラ
ッ
シ

土
肥
　
あ
き
子

（俳
人
）

一梅
の
需
要
自
体
が
減

っ
て
お
り
、


